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宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
杉
浦
静
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
は
、｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
の
49
頁
に
赤
イ
ン
ク
を
用
い
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
東
京
を
題
材
と
す
る
短
歌
・
短
章
の
集
成
で
あ
る
｢
東
京｣
中
の
｢
一
九
二
一
年
一
月
よ
り
八
月
に
至
る
う
ち｣
の
章
に
収
め
ら
れ
た
一
篇
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
一
九
二
一
(
大
正
10)
年
一
月
の
上
京
か
ら
八
月
の
帰
郷
ま
で
の
滞
京
生
活
中
の
ス
ケ
ッ
チ
や
短
章
を
、
そ
の
題
材
の
日
付
順
に
配
列
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
は
、
ス
ケ
ッ
チ
｢[
日
過
ぎ
来
し
雲
の
原
は]｣
の
三
篇
後
ろ
に
置
か
れ
、｢[
わ
れ
は
ダ
ル
ゲ
を
名
乗
れ
る
も
の
はママ]｣
の
前
に
位
置
し
て
い
る
。｢[
日
過
ぎ
来
し
…
…]｣
は
、
後
に
文
語
詩
｢
叔
母
枕
頭｣
に
改
作
さ
れ
、
そ
の
逐
次
形
の
中
に
｢
七
月
は
さ
や
に
来
れ
ど
／
人
は
な
ほ
故
知
ら
に
病
み
、
／
日
過
ぎ
来
し
白
雲
の
野
は
／
さ
び
し
く
も
掃
き
浄
め
ら
る｣
と
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文
語
詩
題
名
中
の
｢
叔
母｣
と
は
、
瀬
川
コ
ト
。
賢
治
の
母
イ
チ
の
末
妹
で
、
賢
治
の
一
歳
上
で
あ
っ
た
。
瀬
川
コ
ト
は
、
こ
の
年
京
橋
の
古
宇
田
医
院
に
入
院
し
て
い
て
、
賢
治
は
一
月
末
の
上
京
後
二
月
頃
よ
り
し
ば
し
ば
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
た
。
こ
の
文
語
詩
で
は
、｢
七
月
は
さ
や
に
来
た
れ
ど｣
と
あ
る
よ
う
に
、
七
月
初
旬
の
夕
刻
の
空
に
、
掃
か
れ
た
よ
う
に
伸
び
る
巻
雲
(
す
じ
雲)
を
背
景
に
し
て
、
叔
母
の
病
気
が
描
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
八
五
大
妻
国
文
第
50
号
二
〇
一
九
年
三
月
か
れ
て
い
る
。
ス
ケ
ッ
チ
｢[
日
過
ぎ
来
し
雲
の
原
は]｣
は
、
後
に
こ
の
よ
う
に
文
語
詩
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
九
二
一
(
大
正
10)
年
七
月
初
め
の
夕
刻
の
空
に
か
か
る
雲
の
ス
ケ
ッ
チ
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
｢[
日
過
ぎ
来
し
雲
の
原
は]｣
に
続
く
｢[
か
く
ま
で
に]｣
に
は
、｢
新
し
き
／
見
習
士
官
の
肩
章
を
つ
け
て
／
そ
の
恋
敵
笑
っ
て
過
ぐ
る｣
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
同
年
七
月
三
日
付
の
保
阪
嘉
内
宛
書
簡
に
は
｢
あ
な
た
の
貴
重
な
日
曜
日
を
私
の
所
へ
お
潰
し
に
な
っ
て
は
あ
ま
り
お
気
の
毒
で
す
。
見
習
士
官
な
ら
外
泊
で
せ
う
。｣
と
、
保
阪
が
見
習
士
官
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
た
文
言
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
節
に
は
保
阪
の
影
が
落
ち
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
の
時
期
を
こ
の
頃
と
考
え
る
事
も
可
能
だ
ろ
う
。
(
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
で
あ
る)
次
の
｢[
聖
な
る
窓]｣
は
、
帝
国
図
書
館
の
窓
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
。
六
月
二
九
日
付
の
母
宛
書
簡
に
は
｢
食
事
も
十
二
三
銭
出
せ
ば
、
実
に
立
派
な
も
の
で
す
。
図
書
館
の
中
は
、
ど
う
も
高
く
て
困
り
ま
す
。｣
と
書
き
、
七
月
一
三
日
付
の
関
徳
弥
宛
書
簡
に
は
、｢
図
書
館
へ
行
っ
て
見
る
と
毎
日
百
人
位
の
人
が
｢
小
説
の
作
り
方｣
或
は
｢
創
作
へ
の
道｣
と
い
ふ
や
う
な
本
を
借
り
や
う
と
し
て
ゐ
ま
す
。｣
と
い
う
一
節
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
足
繁
く
帝
国
図
書
館
に
通
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
の
体
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
の
が
、
こ
の
｢
聖
な
る
窓｣
お
よ
び
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
の
直
後
に
置
か
れ
て
い
る
｢[
わ
れ
は
ダ
ル
ゲ
を
名
乗
れ
る
も
の
はママ]｣
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
は
、
一
九
二
一
(
大
正
10
年)
七
月
頃
の
題
材
を
書
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
年
一
月
末
上
京
の
直
後
に
は
、
文
信
社
に
て
ガ
リ
切
り
に
｢
朝
八
時
か
ら
五
時
半
迄
座
り
っ
切
り
の
労
働｣
(
一
月
三
十
日
付
関
徳
弥
宛
書
簡)
を
し
て
い
た
が
、
三
月
に
は
｢
今
は
午
前
丈
或
る
印
刷
所
に
通
ひ
午
后
か
ら
夜
十
時
迄
は
国
柱
会
で
会
員
事
務
を
お
手
伝
し
ペ
ン
を
握ママ
み
つ
ゞ
け
で
す
。｣
(
三
月
十
日
付
宮
本
友
一
宛
書
簡)
と
、
国
柱
会
で
の
奉
仕
活
動
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
、｢
父
は
出
奔
後
の
生
活
を
心
配
し
て
、
住
所
が
わ
か
る
と
早
速
近
江
銀
行
東
京
支
店
支
払
の
小
切
手
を
送
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
受
取
人
の
名
を
消
し
｢
謹
ん
で
抹
し
奉
る｣
と
書
い
て
送
り
返
し
た
。
こ
れ
を
何
度
か
く
り
返
し
、
父
は
困
り
切
っ
て
四
月
の
上
京
と
な
る
。｣
と
年
譜
(『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集』
第
16
巻
下)
に
あ
る
よ
う
に
、
実
家
か
ら
の
金
銭
援
助
を
固
辞
し
つ
つ
、
文
信
社
で
の
仕
事
か
ら
の
収
入
の
み
で
の
生
活
は
か
な
り
困
窮
し
て
八
六
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
格
的
に
｢
法
華
文
学｣
を
志
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、｢
夜
は
大
抵
八
時
こ
ろ
帰｣
(
七
月
三
日
付
保
阪
嘉
内
宛
書
簡)
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
し
、｢
飯
を
二
回
の
日
が
日
が
多
い｣
が
、｢
う
ち
か
ら
金
も
大
分
貰
ひ
ま
し
た
よ
。
左
様
十
五
円
に
二
十
円
に
今
月
二
十
円
来
月
二
十
円
そ
れ
か
ら
す
り
に
十
円
と
ら
れ
ま
し
た
。｣
(
七
月
一
三
日
付
関
徳
弥
宛
書
簡)
と
書
く
よ
う
に
、
実
家
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
経
済
的
に
は
随
分
と
余
裕
が
出
た
よ
う
に
見
え
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
分
文
信
社
で
の
労
働
時
間
が
図
書
館
通
い
や
執
筆
に
振
り
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
書
か
れ
た
の
が
、｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
〈
公
衆
食
堂〉
が
、
ど
こ
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、
浜
垣
誠
司
氏
は
、
自
身
の
ブ
ロ
グ
｢
宮
沢
賢
治
の
詩
の
世
界｣
の
記
事
｢2008
年2
月8
日
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
に
つ
い
て ｣
｢2008
年2
月10
日
大
正
期
東
京
市
の
｢
公
衆
食
堂｣｣
｢2008
年2
月14
日
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
に
つ
い
て ｣
で
、
種
々
の
可
能
性
を
博
捜
し
な
が
ら
も
｢
私
と
し
て
は
、
題
名
の
｢
公
衆
食
堂｣
と
い
う
言
葉
を
文
字
通
り
受
け
と
る
か
、
現
在
の
｢
大
衆
食
堂｣
に
相
当
す
る
よ
う
な
一
般
的
意
味
で
用
い
た
と
考
え
る
か
(
当
時
そ
の
よ
う
な
用
法
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が)
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
つ
の
分
か
れ
目
か
と
思
う
の
で
す
が
、
い
ず
れ
の
店
と
も
決
め
が
た
い
状
況
で
す
。｣
(｢20
08
年3
月6
日
光
太
郎
・
食
堂
な
ど
補
遺｣)
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
、
浜
垣
氏
の
三
月
六
日
の
記
事
中
で
は
、
加
倉
井
厚
夫
氏
の
ブ
ロ
グ
｢
賢
治
の
事
務
所｣
の
｢
緑
い
ろ
の
通
信｣
2008
年3
月3
日
号
に
、
｢
作
品
舞
台
の
有
力
な
候
補
と
し
て
｢
昌
平
橋
簡
易
食
堂｣
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
１)
。
さ
ら
に
遠
藤
哲
夫
氏
は
、｢
宮
澤
賢
治
の
｢
東
京｣
ノ
ー
ト
と
神
田
の
食
堂｣
(『
み
ん
な
の
神
田
神
保
町
御
茶
ノ
水』
京
阪
神
エ
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
、
二
〇
一
七
年
六
月)
で
｢『
公
衆
食
堂
(
須
田
町)』
の
食
堂
は
ど
こ
か
。
賢
治
が
家
出
す
る
前
年
に
東
京
市
が
開
設
し
た
公
衆
食
堂
の
[
昌
平
橋
食
堂]
の
可
能
性
が
高
い
。
／
こ
の
｢
須
田
町｣
は
、
町
名
で
は
な
く
、
都
電
に
な
る
前
の
市
電
の
須
田
町
停
留
所
が
あ
っ
た
須
田
町
交
差
点
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
場
所
は
、
今
よ
り
昌
平
橋
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
は
万
世
橋
駅
の
広
場
で
も
あ
り
市
電
の
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
賢
治
の
記
憶
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。(
中
略)
[
昌
平
橋
食
堂]
が
あ
っ
た
場
所
は
不
明
だ
が
、
万
世
橋
駅
開
業
に
と
も
な
い
廃
止
さ
れ
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
八
七
た
昌
平
橋
駅
あ
た
り
な
ら
、
須
田
町
交
差
点
か
ら
広
々
と
し
た
万
世
橋
駅
前
広
場
越
し
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。｣
と
昌
平
橋
食
堂
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
昌
平
橋
食
堂
は
、｢
東
京
市
が
開
設｣
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、
賢
治
の
上
京
す
る
前
年
(
大
正
九
年)
の
開
設
で
は
な
い
。
私
も
、
加
倉
井
・
遠
藤
両
氏
と
同
様
に
、
こ
の
賢
治
の
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
は
、
昌
平
橋
食
堂
を
描
い
た
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
以
下
に
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
根
拠
を
含
め
て
、
考
察
し
て
い
こ
う
。
１
一
九
二
二
(
大
正
11)
年
四
月
刊
の
『
遊
覧
東
京
案
内
―
一
九
二
二
年
版
―』
(
大
東
社)
に
は
、｢
神
田
区｣
の
案
内
中
に
次
の
記
述
が
あ
る
。神
田
慈
善
食
堂
電 
須
田
町
こ
れ
は
、
市
立
公
設
食
堂
以
外
に
あ
つ
て
、
新
橋
平
民
食
堂
と
共
に
有
名
な
公
衆
食
堂
で
社
団
法
人
神
田
慈
善
協
会
の
経
営
。
ま
た
、
同
書
下
段
に
は
｢
市
内
公
衆
食
堂
所
在
地｣
と
し
て
市
設
神
楽
坂
公
衆
食
堂
(
肴
町)
牛
込
区
横
寺
町
市
設
車
坂
公
衆
食
堂
(
車
坂
町)
下
谷
区
車
坂
町
法
人
神
田
慈
善
食
堂
(
須
田
町)
神
田
区
須
田
町
法
人
平
民
食
堂
(
芝
口)
芝
区
汐
留
町
市
設
新
宿
公
衆
食
堂
(
新
宿
終
点)
新
宿
追
分
同
様
の
東
京
案
内
で
あ
る
池
田
政
吉
『
欺
さ
れ
ぬ
東
京
案
内』
(
東
京
案
内
社
、
一
九
二
二
(
大
正
11)
年
五
月)
も
、｢
簡
易
食
堂｣
に
つ
八
八
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
●
簡
易
食
堂
東
京
市
公
設
公
衆
食
堂
は
万
世
橋
ガ
ー
ド
下
の
昌
平
橋
食
堂
、
牛
込
神
楽
坂
簡
易
食
堂
(
牛
込
区
横
寺
町
一
番
地)
下
谷
車
坂
の
公
衆
食
堂
(
下
谷
区
車
坂
町
一
番
地)
と
外
に
芝
区
烏
森
町
の
平
民
食
堂
(
医
師
加
治
時
次  (２)
の
経
営
に
成
る
も
の)
は
簡
易
食
堂
の
中
一
番
古
い
歴
史
を
持
っ
て
居
る
、
孰
れ
も
大
繁
盛
で
、
食
事
時
は
人
の
山
を
な
し
て
、
満
員
の
有
様
、(
以
下
略)
こ
れ
ら
の
案
内
は
旅
行
者
や
学
生
向
け
に
簡
便
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
か
、
記
述
に
正
確
さ
が
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、｢
神
田
慈
善
食
堂｣
や
｢
昌
平
橋
食
堂｣
が
、
公
衆
食
堂
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
簡
易
食
堂
と
公
衆
食
堂
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
違
い
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
な
ぜ
な
ら
『
欺
さ
れ
ぬ
東
京
案
内』
で
は
、
同
じ
｢
簡
易
食
堂｣
と
し
て
昌
平
橋
食
堂
や
神
楽
坂
簡
易
食
堂
の
次
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
、｢
▲
世
に
も
軽
便
の
喰
物｣
と
し
て
｢
三
越
と
白
木
の
食
堂｣
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ダ
ン
で
ハ
イ
カ
ラ
な
都
市
生
活
の
象
徴
と
も
い
え
る
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
(
三
越
、
白
木
屋)
の
食
堂
が
、｢
お
客
様
に
便
利
で
軽
便
で
廉
直｣
な
も
の
と
し
て
、
所
謂
公
衆
食
堂
で
あ
る
市
設
の
公
設
食
堂
、
民
営
の
公
衆
食
堂
と
並
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、｢
本
邦
文
化
の
源
泉
地
た
る
東
京
を
視
察
せ
ん
と
す
る
教
育
家｣
を
対
象
に
編
ま
れ
た
『
東
京
視
察
案
内』
(
明
治
図
書
、
一
九
二
二
(
大
正
11)
年
六
初
版)
に
は
、｢
至
極
簡
便
に
而
も
安
価
に
、
高
尚
に
腹
を
満
た
す
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た｣
と
し
て
、
そ
の
場
所
を□
三
越
の
食
堂
、
□
白
木
屋
の
食
堂
、
□
第
一
相
互
館
の
食
堂
(
京
橋
々
畔)
、
□
伊
藤
松
坂
屋
食
堂
、
□
村
井
銀
行
地
下
室
(
日
本
橋
畔)
、
□
新
橋
駅
、
万
世
橋
楼
上
の
食
堂
、
□
カ
フ
エ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
(
出
雲
町
下
車)
、
□
豆
し
ろ
[
簡
易
日
本
食
堂]
(
新
橋
駅
前)
と
列
挙
し
た
後
で
、｢
更
に
簡
単
に
食
事
を
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
に
は
市
内
各
処
に
あ
る
蕎
麦
屋
か
簡
易
食
堂
に
入
る
に
限
る｣
と
し
て
、
｢
簡
易
食
堂
の
主
な
る
も
の｣
と
し
て
次
の
四
種
六
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
。
□
昌
平
橋
食
堂
(
須
田
町
又
は
松
住
町
下
車)
、
□
公
衆
食
堂
[
市
営]
(
新
宿
追
分
下
車)
、(
下
谷
車
坂
下
車)
、(
牛
込
肴
町
下
車)
、
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
八
九
□
平
民
食
堂
(
土
橋
下
車)
、
□
錦
町
食
堂
(
神
田
錦
町
三
丁
目
下
車)
こ
れ
ら
東
京
案
内
の
類
で
は
、
食
堂
の
場
所
を
示
す
の
に
正
確
な
住
所
よ
り
も
、
最
も
近
い
市
電
の
停
留
所
名
や
近
辺
の
有
名
な
町
名
を
示
す
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
昌
平
橋
食
堂
(
神
田
慈
善
協
会
簡
易
食
堂)
の
所
在
地
は
、｢
神
田
区
昌
平
橋
南
詰｣
(
大
正
九
年
十
二
月
刊
の
『
東
京
社
会
事
業
名
鑑』
東
京
市
社
会
局)
、｢
神
田
区
須
田
町
十
五
番
地｣
(
大
正
十
一
年
九
月
刊
の
『
東
京
府
社
会
事
業
概
観』
東
京
府
社
会
事
業
協
会)
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
案
内
で
は
、
須
田
町
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
社
会
事
業
関
係
の
資
料
で
の
扱
い
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
の
『
日
本
社
会
事
業
年
鑑
(
大
正
八
年)』
(
大
原
社
会
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
二
〇
(
大
正
九)
年
五
月)
で
は
、
社
会
事
業
の
一
つ
と
し
て
｢
簡
易
食
堂｣
の
項
を
立
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
簡
易
食
堂
は
大
正
七
年
一
月
、
東
京
市
芝
区
烏
森
町
に
於
て
、
社
会
政
策
実
行
団
の
事
業
と
し
て
平
民
食
堂
の
名
を
以
て
設
立
さ
れ
た
の
を
嚆
矢
と
す
る
。
同
食
堂
は
一
時
に
六
十
人
を
容
る
ゝ
の
設
備
で
あ
る
。
当
時
料
金
は
朝
八
銭
、
昼
夜
各
々
十
銭
で
あ
つ
た
。
此
の
食
堂
は
薄
給
者
、
労
働
者
、
店
員
、
学
生
が
主
な
る
来
客
で
あ
る
。(
中
略)
尚
、
八
月
米
騒
動
の
以
来
は
生
活
緩
和
の
一
策
と
し
て
、
簡
易
食
堂
は
一
種
流
行
の
形
を
以
て
諸
方
に
設
立
さ
る
ゝ
や
う
に
な
つ
た
。
即
ち
九
月
に
は
大
阪
市
に
於
て
は
幸
町
食
堂
、
天
満
食
堂
が
市
営
と
し
て
設
立
さ
れ
、
十
月
に
は
東
京
に
於
て
神
田
慈
善
協
会
の
経
営
に
依
り
て
昌
平
橋
食
堂
、
神
戸
市
に
て
は
、
市
営
の
食
堂
。(
中
略)
尚
簡
易
食
堂
は
一
般
公
衆
を
相
手
と
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
官
庁
、
会
社
等
に
於
て
一
般
職
工
、
労
働
者
に
対
し
て
安
価
な
る
食
事
を
供
給
す
る
目
的
で
食
堂
の
開
設
さ
れ
た
も
の
は
少
く
な
い
。
蓋
し
生
活
費
の
高
騰
に
伴
ふ
緩
和
策
で
あ
つ
て
、
一
般
簡
易
食
堂
の
例
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。(
中
略)
簡
易
食
堂
な
る
も
の
は
敢
て
斬
新
な
る
趣
向
で
は
な
い
。
営
利
的
事
業
と
し
て
は
、
日
傭
労
働
者
に
対
し
て
所
謂
縄
暖
簾
な
る
も
の
が
あ
る
。
唯
簡
易
食
堂
は
清
潔
に
し
て
実
費
を
以
て
供
給
さ
れ
単
に
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
総
て
の
薄
給
者
に
利
用
さ
る
ゝ
点
が
其
の
特
徴
で
あ
る
。
九
〇
ま
た
、『
東
京
府
管
内
社
会
事
業
要
覧
大
正
十
四
年
二
月
現
在』
(
東
京
府
社
会
事
業
協
会
、
一
九
二
五
(
大
正
14)
年
五
月)
に
は
、
｢
公
衆
食
堂｣
と
し
て
、
公
設
(
東
京
市
社
会
局
経
営)
・
私
設
を
あ
わ
せ
二
十
箇
所
の
食
堂
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
食
堂
の
名
称
は
、｢
○
○
公
衆
食
堂｣
｢
○
○
簡
易
食
堂｣
｢
○
○
食
堂｣
と
設
置
母
体
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
が
書
か
れ
た
一
九
二
一
年
夏
に
営
業
し
て
い
た
も
の
は
次
の
と
お
り
。(
括
弧
内
は
開
設
年
月)
、
昌
平
橋
簡
易
食
堂
(
一
九
一
八
年
十
月)
平
民
食
堂
(
一
九
一
八
年
四
月)
東
京
市
神
楽
坂
公
衆
食
堂
(
一
九
二
〇
年
四
月)
東
京
市
上
野
公
園
公
衆
食
堂
(
一
九
二
〇
年
五
月)
浄
土
宗
労
働
共
済
会
簡
易
食
堂
(
一
九
一
七
年
二
月)
な
お
、
先
述
の
『
東
京
府
社
会
事
業
概
観』
に
は
、
こ
の
他
に
、
神
聖
労
働
簡
易
食
堂
(
一
九
二
〇
年
二
月
開
設)
が
第
四
位
の
利
用
人
数
を
示
す
簡
易
食
堂
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
社
会
事
業
要
覧』
で
は
、〈
公
衆
食
堂〉
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に
簡
易
食
堂
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
事
業
概
観』
で
は
、
逆
に
〈
簡
易
食
堂〉
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
公
衆
食
堂
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
食
堂
の
種
類
と
し
て
分
類
す
る
か
、
社
会
事
業
の
種
類
と
し
て
の
分
類
に
よ
る
相
違
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
は
、
こ
の
の
ち
公
設
の
簡
易
食
堂
が
公
衆
食
堂
の
名
前
で
、
次
次
と
設
置
さ
れ
て
ゆ
く
に
従
っ
て
、
公
衆
食
堂
の
呼
称
が
優
勢
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
宮
沢
賢
治
は
神
田
慈
善
協
会
の
経
営
す
る
昌
平
橋
簡
易
食
堂
を
、
公
衆
食
堂
の
一
つ
と
認
識
し
て
、
そ
の
所
在
地
を
多
く
の
東
京
案
内
な
ど
に
な
ら
っ
て
須
田
町
と
し
、｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
と
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
簡
易
食
堂
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
二
(
大
正
11)
年
当
時
は
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
。
米
価
の
暴
騰
に
よ
り
下
層
階
級
者
は
生
活
を
脅
か
さ
る
ゝ
に
至
り
し
か
ば
大
正
七
年
に
入
り
民
間
有
志
の
間
に
之
を
憂
ふ
る
も
の
あ
り
、
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
九
一
廉
価
に
食
物
を
供
給
せ
ん
と
し
自
治
体
の
計
画
に
先
ん
じ
平
民
食
堂
、
浄
土
宗
労
働
共
済
会
簡
易
食
堂
、
神
田
慈
善
協
会
簡
易
食
堂
等
の
設
立
を
見
る
に
至
れ
り
。
か
く
て
大
正
九
年
に
入
つ
て
神
聖
労
働
簡
易
食
堂
、
東
京
市
立
神
楽
坂
公
衆
食
堂
、
同
上
野
公
衆
食
堂
等
設
立
せ
ら
れ
た
り
。
こ
れ
等
の
簡
易
食
堂
は
主
と
し
て
下
級
労
働
者
を
顧
客
と
す
れ
ど
も
神
楽
坂
、
上
野
の
両
食
堂
は
単
に
労
働
者
を
顧
客
と
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
一
般
中
産
以
下
の
利
用
す
る
処
た
り
。
上
野
の
食
堂
の
如
き
は
上
野
遊
覧
の
人
々
も
亦
利
用
す
る
も
の
多
し
。(『
東
京
府
社
会
事
業
概
観』
東
京
府
社
会
事
業
協
会
大
正
11
年
９
月
17
日
発
行)
ま
た
、
先
に
引
い
た
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
の
『
日
本
社
会
事
業
年
鑑
(
大
正
八
年)』
で
は
、｢
簡
易
食
堂｣
と
し
て
次
の
説
明
が
あ
る
。
や
や
長
い
が
、
実
情
の
簡
潔
な
整
理
と
し
て
、
再
引
す
る
。
簡
易
食
堂
は
大
正
七
年
一
月
、
東
京
市
芝
区
烏
森
町
に
於
て
、
社
会
政
策
実
行
団
の
事
業
と
し
て
平
民
食
堂
の
名
を
以
て
設
立
さ
れ
た
の
を
嚆
矢
と
す
る
。
同
食
堂
は
一
時
に
六
十
人
を
容
る
ゝ
の
設
備
で
あ
る
。
当
時
料
金
は
朝
八
銭
、
昼
夜
各
々
十
銭
で
あ
つ
た
。
此
の
食
堂
は
薄
給
者
、
労
働
者
、
店
員
、
学
生
が
主
な
る
来
客
で
あ
る
。
／
同
年
六
月
に
は
大
阪
自
彊
館
は
市
内
南
区
日
本
橋
東
一
丁
目
に
同
様
の
食
堂
を
開
催
し
た
。
又
名
古
屋
市
に
は
同
年
七
月
前
記
社
会
政
策
実
行
団
の
事
業
と
し
て
西
区
上
畠
町
に
平
民
食
堂
が
開
設
さ
れ
た
。
／
尚
八
月
米
騒
動
の
以
来
は
生
活
緩
和
の
一
策
と
し
て
、
簡
易
食
堂
は
一
種
流
行
の
形
を
以
て
諸
方
に
設
立
さ
る
ゝ
や
う
に
な
つ
た
。
即
ち
九
月
に
は
大
阪
市
に
於
て
は
幸
町
食
堂
、
天
満
食
堂
が
市
営
と
し
て
設
立
さ
れ
。
マ
マ
十
月
に
は
東
京
に
於
て
神
田
慈
善
協
会
の
経
営
に
依
り
て
昌
平
橋
食
堂
、
神
戸
市
に
て
は
市
営
の
食
堂
。
十
一
月
に
は
東
京
市
に
麻
布
簡
易
食
堂
(
麻
布
区
青
年
会
経
営)
、
神
戸
市
に
東
部
食
堂
。
十
二
月
に
は
大
阪
市
に
市
営
九
条
食
堂
が
設
立
さ
れ
た
。
越
え
て
本
年
八
年
度
に
入
つ
て
は
(
中
略)
十
二
月
に
は
加
藤
時
次 
氏
の
設
立
に
係
る
パ
ン
食
堂
が
東
京
市
浅
草
駒
形
町
に
開
設
さ
れ
た
。
尚
、
簡
易
食
堂
は
一
般
公
衆
を
相
手
と
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
官
庁
、
会
社
等
に
於
い
て
一
般
職
工
、
労
働
者
に
対
し
て
安
価
な
る
食
事
を
提
供
す
る
目
的
で
食
堂
の
開
設
さ
れ
た
も
の
は
少
く
な
い
。
蓋
し
生
活
費
の
高
騰
に
伴
ふ
緩
和
策
で
あ
つ
て
、
一
般
簡
易
食
堂
の
例
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。(
中
略)
簡
易
食
堂
な
る
も
の
は
敢
て
斬
新
な
る
趣
向
で
は
な
い
。
営
利
事
業
と
し
て
は
、
日
雇
労
働
者
に
対
し
て
所
謂
縄
暖
簾
な
る
も
の
が
あ
る
。
唯
簡
易
食
堂
は
清
九
二
潔
に
し
て
実
費
を
以
て
供
給
さ
れ
単
に
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
総
て
の
薄
給
者
に
利
用
さ
る
ゝ
点
が
其
の
特
徴
で
あ
る
。
／
食
費
は
朝
食
を
八
銭
、
昼
夜
を
各
十
銭
の
定
め
と
す
る
処
が
あ
る
。
又
定
食
の
外
に
更
に
副
食
物
を
売
る
処
が
あ
り
、
飯
、
菜
だ
け
を
家
庭
の
所
望
に
依
り
て
販
売
す
る
場
所
も
あ
る
。
尤
も
食
費
は
八
年
度
に
入
つ
て
普
通
十
二
銭
に
値
上
げ
さ
れ
た
。
昌
平
橋
食
堂
の
設
立
者
で
あ
っ
た
中
村
舜
二
は
、『
大
東
京
綜
覧』
(
一
九
二
五
(
大
正
14)
年
六
月
、
同
刊
行
会
発
行)
に
お
い
て
、｢
昌
平
橋
簡
易
食
堂
の
業
績｣
と
し
て
、
設
立
経
緯
、
利
用
者
数
等
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
民
間
篤
志
家
の
経
営
に
係
る
も
の
で
、
公
衆
の
食
堂
と
し
て
社
会
事
業
の
範
を
示
し
て
居
る
も
の
は
、
何
と
云
つ
て
も
昌
平
橋
簡
易
食
堂
で
あ
ら
う
。
米
騒
動
の
体
験
に
発
奮
し
た
神
田
区
の
名
誉
職
と
有
志
に
よ
り
、
公
共
的
に
組
織
せ
ら
れ
た
神
田
慈
善
協
会
の
経
営
で
、
創
業
以
来
七
年
を
終
始
し
、
現
に
五
十
名
に
近
き
従
業
員
の
多
数
は
、
苦
学
生
を
採
用
し
て
彼
等
の
勉
学
に
力
を
与
へ
て
居
る
。
大
正
七
年
の
暮
に
開
業
し
て
か
ら
、
同
十
三
年
末
に
至
る
ま
で
の
供
給
食
数
は
、(
中
略)
実
に
六
百
余
万
の
夥
し
き
を
算
し
、
現
に
日
日
四
千
人
以
上
の
大
衆
を
呑
吐
し
て
居
る
。
こ
の
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
に
よ
る
と
、
賢
治
が
滞
在
し
た
大
正
十
年
前
半
(
十
年
一
月
か
ら
六
月)
に
は
、
供
給
人
員530189
人
で
あ
る
、
ざ
っ
と
計
算
す
る
と
、
一
日
当
た
り
三
千
人
、
一
食
当
た
り
千
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
東
京
府
社
会
事
業
概
観』
(
同
前)
の
簡
易
食
堂
の
項
に
掲
げ
ら
れ
た
、
大
正
十
年
度
の
各
食
堂
の
｢
平
均
一
日
に
利
用
す
る
人
数｣
は
、
次
の
と
お
り
で
、『
大
東
京
綜
覧』
に
お
け
る
概
算
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
名
称
利
用
人
員
東
京
市
立
神
楽
坂
公
衆
食
堂
二
、
一
一
七
東
京
市
立
上
野
公
衆
食
堂
二
、
五
九
六
浄
土
宗
労
働
共
済
会
簡
易
食
堂
二
六
一
神
田
慈
善
協
会
簡
易
食
堂
三
、
一
九
八
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
九
三
平
民
食
堂
七
三
三
神
聖
労
働
簡
易
食
堂
九
〇
〇
合
計
九
、
八
〇
五
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
資
料
に
よ
っ
て
も
大
正
七
年
頃
か
ら
の
米
価
の
高
騰
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
米
騒
動
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
困
窮
す
る
労
働
者
民
衆
に
対
し
て
、
安
価
に
食
を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
公
設
・
私
設
の
公
衆
食
堂
・
簡
易
食
堂
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
開
設
さ
れ
た
簡
易
食
堂
・
公
衆
食
堂
の
な
か
で
は
、
神
田
慈
善
協
会
簡
易
食
堂
(
昌
平
橋
簡
易
食
堂)
が
最
も
利
用
者
数
の
多
い
食
堂
で
あ
っ
た
し
、
新
聞
記
事
等
の
取
り
上
げ
方
を
見
て
も
、
最
も
有
名
で
あ
っ
た
(
３)
。
中
村
舜
二
が
、
後
年
記
し
た
『
呑
牛
撲
稿
―
中
村
舜
二
八
十
年
の
歩
み』
(
私
家
版
一
九
六
一
(
昭
和
36)
年
十
一
月)
に
は
昌
平
橋
簡
易
食
堂
の
開
設
の
こ
ろ
の
回
想
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
市
会
議
員
と
な
っ
た
中
村
は
、
大
正
七
年
の
米
騒
動
の
後
、
庶
民
の
困
窮
救
済
の
た
め
、
東
京
市
長
に
｢
市
営
の
公
衆
食
堂
を
始
め
、
小
売
市
場
、
公
益
質
舗
、
簡
易
宿
泊
所
等
々
の
開
設
が
急
務
で
あ
り
、
就
中
公
衆
食
堂
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
こ
と
を
力
説｣
し
た
が
、
市
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、｢
自
分
の
手
で
遣
る
以
外
に
手
は
無
い｣
と
確
信
し
て
、｢
私
は
区
内
の
空
地
を
物
色
し
て
、
幸
に
今
の
昌
平
橋
脇
の
国
電
ガ
ー
ド
下
、
約
七
十
坪
に
市
の
砂
利
置
場
が
あ
る
の
を
見
附
け
、(
中
略)
そ
の
土
地
の
無
料
使
用
の
許
可
を
得
た
の
で
、
直
ち
に
食
堂
の
設
計
に
取
掛
っ
た
が
、
当
時
の
金
で
ガ
ー
ド
下
の
建
設
即
ち
事
務
室
、
椅
子
テ
ー
ブ
ル
、
食
券
売
り
場
等
々
で
約
二
千
五
百
円
、
食
器
、
竈
、
水
道
、
瓦
斯
等
々
に
二
千
五
百
円
、
そ
の
計
約
五
千
円
と
見
積
も
ら
れ
た
。｣
が
、｢
昼
夜
兼
行
の
突
貫
工
事
を
進
め
る
一
方
、
食
器
類
の
調
達
に
東
奔
西
走
、
十
月
の
末
に
愈
々
落
成
し
た
の
で
、
昌
平
橋
の
橋
名
に
因
み
昌
平
橋
簡
易
食
堂
と
命
名
、
当
時
の
天
長
佳
節
十
一
月
三
日
を
卜
し
て
、
…
開
業
し
た
。｣
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
提
供
さ
れ
た
食
事
は
、
｢
朝
食
八
銭
、
昼
と
晩
が
各
々
十
銭
で
、
一
食
約
一
合
五
勺
、
大
丼
に
豚
汁
一
ぱ
い
と
香
の
も
の
、
筋
肉
労
働
者
で
も
満
腹
で
き
る
多
量
で
あ
る
。｣
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
九
四
こ
の
食
堂
の
開
業
日
の
盛
況
は
、｢
日
本
で
最
初
の
非
営
利
の
公
衆
食
堂
と
あ
っ
て
、
米
騒
動
の
後
で
は
あ
り
、
好
評
嘖
々
、
開
業
式
の
終
っ
た
午
前
十
一
時
に
は
延
々
長
蛇
の
食
券
売
場
へ
の
行
列
整
理
に
、
警
察
の
出
張
を
乞
う
と
曰
っ
た
大
騒
ぎ
、｣
と
回
想
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昌
平
橋
簡
易
食
堂
の
繁
盛
は
宮
沢
賢
治
の
滞
京
し
た
大
正
十
年
中
も
続
い
て
い
た
。
一
九
二
一
(
大
正
10)
年
十
月
五
日
付
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
五
面
に
は
、｢
空
席
な
ど
は
一
つ
も
な
し
大
繁
盛
の
昌
平
橋
食
堂｣
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
た
食
堂
風
景
の
写
真
と
と
も
に
、｢
米
高
に
賑
は
ふ
此
頃
の
簡
易
食
堂｣
と
の
見
出
し
で
、
昌
平
橋
簡
易
食
堂
の
賑
わ
い
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
４)
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
は
、
朝
一
三
一
四
食
、
昼
一
九
一
四
食
が
す
で
に
売
れ
、
夜
の
た
め
に
一
五
〇
〇
食
を
準
備
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
も
｢
毎
日
売
切
締
出
し｣
を
す
る
ほ
ど
で
あ
る
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
前
日
夕
刻
の
混
雑
は
、
次
の
よ
う
に
リ
ア
ル
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
ぼ
降
る
雨
の
昨
夕
、
昌
平
橋
際
簡
易
食
堂
の
食
事
時
に
は
五
時
開
場
の
一
時
間
も
前
か
ら
労
働
者
、
職
工
、
商
店
員
、
学
生
、
洋
服
着
な
ど
千
近
く
の
お
客
が
濡
れ
乍
ら
押
す
な
押
す
な
で
入
口
に
立
ち
尽
し
た
、
そ
こ
へ
開
場
合
図
の
鈴
が
ガ
ラ
ン
と
一
つ
響
い
た
と
思
ふ
間
も
な
く
二
方
の
入
口
に
追
つ
か
ぶ
さ
つ
た
大
群
は
全
く
怒
濤
の
ご
と
く
に
あ
の
小
狭
い
場
内
に
殺
到
し
数
点
の
席
は
一
瞬
間
に
鮨
詰
め
満
員
と
な
る
、
入
り
遅
れ
て
土
間
に
立
往
生
の
面
々
の
表
情
は
見
る
か
ら
惨
め
で
場
内
に
充
ち
渡
る
食
器
の
響
き
の
内
に
他
の
貪
り
喰
ふ
有
様
を
咽
を
鳴
ら
し
て
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
こ
ゝ
の
一
食
は
十
銭
、
膳
に
は
一
合
五
勺
余
の
飯
を
盛
っ
た
丼
に
生
烏
賊
と
里
芋
の
煮
付
と
切
牛
蒡
の
油
い
た
め
の
向
ふ
付
と
が
並
ぶ
、
之
が
六
時
頃
の
雑
沓
と
来
た
ら
寧
ろ
物
凄
い
程
で
あ
つ
た
。
｢
食
器
の
響
き
の
内
に｣
｢
貪
り
喰
ふ｣
客
の
｢
有
様｣
と
、
食
事
時
の
混
雑
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
こ
の
混
雑
は
開
設
以
来
続
い
て
い
た
も
の
で
、
開
設
翌
年
(
一
九
一
九
年)
の
二
月
二
十
日
付
読
売
新
聞
朝
刊
五
面
に
は
、｢
胃
の
腑
か
ら
凡
百
の
社
会
問
題
／
盛
に
簡
易
食
堂
を
起
せ｣
と
の
強
い
主
張
の
あ
る
見
出
し
の
も
と
に
｢
◇
簡
易
食
堂
を
覗
く
の
記｣
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
、
宮
沢
賢
治
も
こ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
、
引
用
し
よ
う
。
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
九
五
神
田
慈
善
協
会
の
昌
平
橋
簡
易
食
堂
で
朝
(
八
銭)
昼
夕
三
食
の
食
券
を
買
ふ
迄
の
混
雑
は
お
話
に
な
ら
な
い
、
夫
で
も
中
に
入
れ
る
の
は
僥
倖
の
方
で
何
百
人
何
千
人
の
人
が
空
腹
を
抱
へ
乍
ら
失
望
し
て
帰
つ
て
行
く
か
分
ら
な
い
、
日
本
の
都
市
に
は
、
特
に
我
東
京
に
は
此
種
の
食
堂
が
缺
乏
し
て
居
る
、
何
故
今
少
し
増
設
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
、
昌
平
橋
の
は
敷
地
が
な
い
為
之
れ
以
上
の
拡
張
は
不
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
毎
朝
毎
晩
中
に
入
ら
う
と
押
し
合
ひ
ヘ
シ
合
ひ
す
る
た
め
危
険
な
玻
璃
戸
が
ら
す
ど
は
割
竹
で
巌
丈
に
鎧
は
れ
て
居
る
、
半
天
股
引
の
労
働
者
、
制
服
制
帽
の
学
生
、
中
折
れ
マ
ン
ト
の
お
勤
人
、
胃
の
腑
は
不
公
平
に
も
此
の
階
級
の
人
達
ば
か
り
を
苦
し
め
て
居
る
の
だ
、
食
堂
内
に
は
百
人
近
く
の
人
が
ギ
ツ
シ
リ
詰
つ
て
、
桑
を
食
ふ
蚕
の
如
く
黙
つ
て
、
只
黙
つ
て
、
飯
を
掻
込
み
、
豚
汁
を
啜
つ
て
居
る
、
斯
う
し
て
朝
は
弁
当
を
入
れ
て
四
百
五
十
人
、
昼
は
五
百
五
十
人
、
夕
は
六
百
人
位
の
食
膳
が
出
る
、
育
ち
が
良
い
ら
し
く
慎
ま
し
く
食
ふ
田
舎
出
の
書
生
、
嚥
み
下
す
事
の
遅
さ
を
自
ら
懊もど
か
し
が
る
如やう
な
労
働
者
、
直
径
五
寸
も
あ
る
大
丼
に
は
約
一
合
五
勺
の
内
地
台
湾
四
分ぶ
六
の
飯
が
盛
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
瞬
く
う
ち
に
平
げ
ら
れ
て
、
客
は
後
か
ら
後
か
ら
押
す
な
押
す
と
ば
か
り
―
(
中
略)
黒
板
に
は
｢
今
夕
豚
汁
ぶ
た
じ
る｣
と
書
か
れ
て
あ
つ
た
が
如
何
に
彼
等
の
食
慾
を
唆
る
事
で
あ
ら
う
か
、
食
堂
が
開
か
れ
て
十
五
分
も
経
た
な
い
内
に
客
は
早
く
も
二
三
度
新
手
が
入
り
代
つ
た
(
注
、
原
文
総
ル
ビ
。
適
宜
ル
ビ
を
省
略
し
た)
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
安
さ
ゆ
え
に
、
都
市
中
下
層
労
働
者
・
市
民
・
学
生
が
殺
到
し
た
感
の
あ
る
昌
平
橋
簡
易
食
堂
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
社
会
政
策
上
か
ら
は
現
実
的
に
意
義
の
高
い
食
堂
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
安
価
で
供
給
す
る
た
め
に
犠
牲
に
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
二
つ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
貝
塚
渋
六
｢
禁
止
遠
視
斜
視
乱
視
＝
色
眼
鏡
の
東
京
新
繁
盛
記｣
(｢
改
造｣
大
正
九
・
九)
、
も
う
一
つ
は
、｢
神
田
橋
と
昌
平
橋
食
堂｣
(
時
事
新
報
家
庭
部
編
『
東
京
名
物
食
べ
あ
る
記』
昭
和
四
・
十
二
、
正
和
堂
書
房)
で
あ
る
。
貝
塚
渋
六
は
、
社
会
主
義
者
堺
利
彦
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
前
者
は
｢
中
の
下
階
級
の
生
活
が
い
よ
い
よ
窮
迫
し
て
、
家
庭
ら
し
い
者
を
作
る
事
が
困
難
に
な
り
、
或
は
弁
当
ら
し
い
弁
当
を
持
つ
て
来
る
事
も
、
そ
れ
もママ
注
文
し
て
取
寄
せ
る
こ
と
も
六
か
し
く
な
り
、
さ
り
と
て
厭
な
臭
で
の
ム
ツ
ト
す
る
飯
屋
で
は
我
慢
が
出
来
に
く
い
おママ
い
ふ
事｣
に
、
平
民
食
堂
、
簡
易
食
堂
、
公
衆
食
堂
な
ど
の
｢
食
堂
と
い
ふ
新
現
象
九
六
の
哀
れ
さ｣
が
あ
る
と
し
て
、
三
箇
所
の
食
堂
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
し
た
も
の
。
後
者
は
、
時
事
新
報
に
連
載
さ
れ
た
｢
食
堂
め
ぐ
り｣
｢
名
物
食
べ
あ
る
記｣
を
ま
と
め
た
本
の
内
の
一
つ
。｢
震
災
後
の
食
堂
繁
盛
、
飲
食
店
の
簇
出
に
刺
戟
さ
れ
た
も
の
で
、
家
庭
人
を
呑
吐
す
る
こ
と
の
特
に
多
い
こ
れ
等
の
食
堂
が
、
果
し
て
真
に
家
庭
人
の
享
楽
に
價
ひ
す
る
か
、
又
は
ど
う
改
め
た
ら
よ
い
か
、
家
庭
記
者
の
立
場
か
ら
さ
う
し
た
点
を
検
討
す
る
意
味
で
初ママ
め
た｣
と
い
う
も
の
。
だ
が
、
こ
の
｢
神
田
橋
と
昌
平
橋
食
堂｣
は
、｢
百
貨
店
や
銀
座
辺
の
食
堂
は
僕
達
に
は
用
は
無
い
、
一
つ
僕
達
行
き
つ
け
の
公
衆
食
堂
を
巡
つ
て
下
さ
い｣
と
の
｢
一
苦
学
生｣
か
ら
の
投
書
に
従
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
｢
食
べ
あ
る
記｣
の
対
象
と
し
て
い
る
｢
食
堂｣
が
｢
ブ
ル
階
級｣
の
利
用
す
る
も
の
で
、
貝
塚
(
堺)
が
い
う
と
こ
ろ
の
｢
中
の
下
階
級｣
の
利
用
し
う
る
の
は
｢
公
衆
食
堂｣
だ
と
の
社
会
意
識
は
こ
の
記
者
た
ち
に
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ル
ポ
は
、
立
場
は
異
な
る
が
い
ず
れ
も
、
批
評
的
意
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
味
と
飯
の
ま
ず
さ
で
あ
る
。
貝
塚
の
ル
ポ
で
は
、
飯
は
矢
張
り
丼
に
盛
つ
て
あ
る
。
蓋
を
取
る
と
、
プ
ー
ン
と
臭
ひ
が
す
る
。
即
ち
外
米
の
臭
ひ
で
あ
る
。
お
か
ず
に
は
蒟
蒻
の
味
噌
ま
ぶ
し
だ
。
別
に
沢
庵
が
二
片
あ
る
。
先
づ
蒟
蒻
を
一
つ
口
に
入
れ
て
見
た
が
、
水
臭
い
ば
か
り
で
味
が
無
い
。
次
に
は
飯
を
一
口
や
つ
て
見
た
が
、
之
も
ボ
ソ
ボ
ソ
し
て
幾
ら
噛
ん
で
も
飲
み
く
だ
し
に
く
い
。
成
る
ほ
ど
俺
も
小
さ
な
貴
族
だ
な
と
考
へ
た
。
室
内
を
見
わ
た
す
と
、
色
も
さ
め
た
袢
天
を
着
た
人
、
汗
じ
み
た
シ
ヤ
ツ
を
着
た
人
、
髪
毛
の
延
び
て
も
つ
れ
た
人
、
赤
黒
い
顔
に
眼
の
ギ
ロ
ギ
ロ
に
光
つ
人
マ
マ
達
が
、
皆
熱
心
に
丼
の
飯
を
掻
き
こ
ん
で
ゐ
る
。
彼
等
は
今
、
食
事
に
の
み
全
力
を
注
い
で
脇
目
も
ふ
ら
な
い
。
彼
等
が
食
ふ
の
は
味
は
ふ
の
で
は
な
く
、
只
す
い
た
腹
を
膨
ら
す
の
で
あ
る
。
水
く
さ
い
の
ボ
ロ
ボ
ロ
す
る
と
い
ふ
事
は
問
題
で
な
い
ら
し
い
。
順
番
を
待
ち
か
ね
て
ゐ
る
人
達
は
、
前
の
人
の
立
ち
次
第
、
争
つ
て
其
の
あ
と
を
腰
か
け
る
。
直
ぐ
に
又
膳
が
来
る
。
間
も
な
く
平
ら
げ
て
立
つ
て
行
く
。
直
ぐ
に
又
次
の
人
が
腰
か
け
る
。
之
が
十
銭
で
一
度
の
腹
を
拵
へ
よ
う
と
す
る
人
生
の
モ
ガ
キ
で
あ
る
。
小
さ
な
貴
族
た
る
私
は
、
飯
を
二
箸
三
箸
食
つ
て
、
沢
庵
を
一
片
か
ぢ
り
、
湯
を
一
杯
の
ん
だ
だ
け
で
席
を
立
つ
た
時
、
隣
席
の
人
達
に
対
し
、
給
仕
人
に
対
し
て
、
極
り
の
悪
い
、
恥
か
し
い
思
ひ
を
し
た
。
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
九
七
と
書
か
れ
、
食
堂
を
出
た
後
の
次
の
よ
う
な
感
想
が
こ
こ
に
続
く
。
社
会
主
義
者
堺
(
貝
塚)
の
ル
ポ
の
眼
目
は
こ
こ
に
あ
る
と
言
っ
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
に
新
社
会
建
設
の
希
望
と
要
求
と
を
持
つ
て
来
た
ら
あ
の
水
く
さ
い
蒟
蒻
と
臭
い
飯
と
で
は
我
慢
し
ま
い
。
外
の
人
が
善
美
な
食
物
に
飽
い
て
ゐ
る
限
り
、
或
は
相
当
な
食
物
を
得
る
限
り
、
彼
等
も
亦
た
必
ず
其
の
善
美
と
相
当
と
の
分
け
前
に
あ
づ
か
る
事
を
強
要
す
る
だ
ろ
う
。
若
し
又
、
混
乱
の
過
渡
時
代
に
、
矢
張
り
暫
く
あ
の
臭
い
物
、
水
臭
い
物
で
我
慢
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
其
の
場
合
に
は
、
彼
等
は
最
早
や
慈
善
を
受
け
る
の
で
も
な
く
、
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
て
一
食
十
銭
に
甘
ん
ず
る
の
で
も
な
い
か
ら
、
彼
等
は
あ
る
食
堂
を
直
ち
に
自
分
等
の
共
同
食
堂
と
し
て
、
我
慢
す
べ
き
事
は
寧
ろ
悦
ん
で
我
慢
し
つ
ゝ
、
建
設
の
事
業
に
働
く
事
に
な
る
だ
ら
う
。
『
食
べ
あ
る
記』
中
の
昌
平
橋
食
堂
で
は
、
定
食
一
点
張
り
な
の
で
、
四
人
の
前
へ
ズ
ラ
リ
一
様
に
会
席
膳
式
に
同
じ
も
の
が
並
ぶ
、
丼
飯
に
生
漬
け
の
胡
瓜
四
切
と
胡
瓜
も
み
、
丼
に
盛
ら
れ
た
茄
子
と
玉
葱
と
玉
子
に
ど
ぜ
う
、
ど
ぜ
う
は
苦
手
の
Ｈ
が
先
づ
棄
権
す
る
。
Ｓ
｢
却
々
な
か
な
か
凝
つ
た
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
が
、
折
角
だ
が
味
は
宜
く
な
い
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
ん
だ
か
ら
今
一
工
夫
し
て
何
と
か
な
り
相
な
も
の
だ
が
な｣
Ｍ
｢
ど
ぜ
う
に
し
ろ
、
玉
子
に
し
ろ
ど
う
し
て
味
が
無
い
の
が
不
審
な
位
だ
、
つ
ま
り
折
角
の
材
料
も
ダ
シ
で
壊
し
て
了
ふ
ん
だ
ら
う
か｣
Ｈ
｢
胡
瓜
も
み
に
胡
瓜
の
漬
物
は
つ
く
ね
、
他
に
も
時
節
柄
漬
物
は
あ
り
相
な
も
の
を
、
不
親
切
だ
な
ア｣
哀
れ
や
Ｈ
、
胡
瓜
一
切
れ
に
恨
み
を
こ
め
る
。
小
が
武
｢
僕
の
御
飯
、
鍋
底
、
こ
の
通
り
お
こ
げ
と
ベ
タ
ベ
タ
飯
、
悲
観｣
で
一
行
四
人
、
何
だ
か
う
ら
悲
し
い
気
分
に
な
つ
て
、
雨
の
中
を
と
ぼ
と
ぼ
と
帰
り
ま
し
た
。
と
、
味
の
悪
さ
、
献
立
の
取
り
合
わ
せ
、
飯
の
不
具
合
な
ど
を
、
指
摘
し
、
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
無
い
と
の
評
価
を
｢
雨
の
中
を
と
ぼ
と
ぼ
と｣
に
こ
め
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
も
う
一
点
、
貝
塚
の
渋
六
の
ル
ポ
の
中
で
、
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
食
堂
が
ガ
ー
ド
下
に
作
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
環
境
で
あ
る
。
九
八
最
初
に
昌
平
橋
簡
易
食
堂
を
、｢
鉄
道
の
ガ
ー
ド
の
下
の
穴
の
よ
う
な
処
が
即
ち
其
の
食
堂
で
あ
る｣
と
紹
介
し
、
食
券
を
買
っ
て
中
に
入
る
と
室
が
狭
い
、
光
線
が
少
い
、
風
通
し
が
悪
い
、
食
卓
も
器
具
も
皆
き
た
な
い
。
そ
れ
で
も
植
木
の
鉢
が
一
つ
だ
け
置
い
て
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
此
の
惨
憺
た
る
一
室
に
風
情
を
与
へ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
態
と
ら
し
い
滑
稽
を
感
じ
さ
せ
た
。
と
あ
る
。
こ
の
狭
く
う
す
暗
い
食
堂
の
室
内
は
、
大
正
十
二
年
の
関
東
震
災
後
移
転
し
た
食
堂
で
は
改
善
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宮
沢
賢
治
が
訪
れ
た
大
正
十
年
当
時
に
は
、
こ
の
よ
う
な
必
ず
し
も
衛
生
的
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
劣
悪
な
環
境
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
２
宮
沢
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
は
、
一
九
二
二
(
大
正
10)
年
七
月
頃
の
昌
平
橋
簡
易
食
堂
を
描
い
て
い
る
。
昌
平
橋
簡
易
食
堂
の
実
際
は
、
以
上
に
引
い
た
新
聞
記
事
や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
書
か
れ
て
い
る
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
は
、
タ
イ
ト
ル
を
合
わ
せ
て
僅
か
七
行
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
混
雑
す
る
食
堂
の
な
か
の
印
象
的
な
瞬
間
の
ス
ケ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
る
。
公
衆
食
堂
(
須
田
町)
あ
わ
た
ゞ
し
き
薄
明
の
流
れ
を
泳
ぎ
つ
ゝ
飯
を
食
む
わ
れ
ら
食
器
の
音
と
青
き
む
さ
ぼ
り
と
は
い
と
も
か
な
し
く
そ
の
一
枚
の
皿
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
九
九
硬
き
床
に
ふ
れ
て
散
る
と
き
人
々
は
声
を
あ
げ
て
警
し
め
合
へ
り
黄
昏
時
か
ら
夜
に
な
っ
て
い
く
あ
わ
た
だ
し
い
時
刻
の
公
衆
食
堂
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
貝
塚
渋
六
の
ル
ポ
に
あ
る
よ
う
な
｢
室
が
狭
い
、
光
線
が
少
い
、
風
通
し
が
悪
い
、
食
卓
も
器
具
も
皆
き
た
な
い｣
食
堂
の
実
際
は
、｢
薄
明｣
の
薄
明
る
さ
よ
り
も
、
薄
暗
さ
の
感
が
強
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
薄
明
の
中
で
、｢
泳
ぎ
つ
つ
い
そ
ぎ
飯
を
食
む｣
。｢
順
番
を
待
ち
か
ね
て
ゐ
る
人
達
は
、
前
の
人
の
立
ち
次
第
、
争
つ
て
其
の
あ
と
を
腰
か
け
る
。
直
ぐ
に
又
膳
が
来
る
。
間
も
な
く
平
ら
げ
て
立
つ
て
行
く
。｣
(
貝
塚)
と
い
う
よ
う
に
、
次
次
と
食
べ
て
は
交
替
し
て
ゆ
く
労
働
者
た
ち
の
動
き
を
、
こ
の
よ
う
に
描
く
。
そ
し
て
、
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
自
分
も
そ
の
｢
わ
れ
ら｣
の
中
の
一
人
な
の
だ
。
こ
こ
で
の
食
事
は
、｢
入
り
遅
れ
て
土
間
に
立
往
生
の
面
々
の
表
情
は
見
る
か
ら
惨
め
で
場
内
に
充
ち
渡
る
食
器
の
響
き
の
内
に
他
の
貪
り
喰
ふ
有
様
を
咽
を
鳴
ら
し
て
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ｣
(
一
九
二
一
(
大
正
10)
年
十
月
五
日
付
東
京
朝
日
新
聞
五
面)
、｢
食
堂
内
に
は
百
人
近
く
の
人
が
ギ
ツ
シ
リ
詰
つ
て
、
桑
を
食
ふ
蚕
の
如
く
黙
つ
て
、
只
黙
つ
て
、
飯
を
掻
込
み
、
豚
汁
を
啜
つ
て
居
る
、｣
(
一
九
一
九
(
大
正
８)
年
二
月
二
十
日
付
読
売
新
聞
五
面)
な
ど
と
新
聞
記
事
に
と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
黙
々
と
｢
貪
り
喰
ふ｣
も
の
で
、
音
と
い
え
ば
｢
場
内
に
充
ち
渡
る
食
器
の
響
き｣
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
ひ
た
す
ら
餓
え
を
満
た
す
為
に
の
み
食
べ
る
様
を
、｢
食
む｣
、｢
青
き
む
さ
ぼ
り｣
と
書
く
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
食
事
を
｢
か
な
し
く｣
と
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
一
枚
の
皿
が
床
に
落
ち
て
割
れ
る
と
き
ば
か
り
は
、｢
黙
つ
て
、
只
黙
つ
て
、
飯
を
掻
込｣
ん
で
い
た
人
々
も
、｢
声
を
あ
げ
て
警
め
合｣
う
の
だ
。
警
め
、
注
意
す
る
の
は
一
つ
の
声
で
は
な
い
、
い
く
つ
も
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
動
物
の
よ
う
に
、｢
む
さ
ぼ
り｣
｢
飯
を
食
む｣
わ
れ
ら
も
、
こ
の
時
は
、｢
人
々｣
と
し
て
｢
警
め｣
る
の
で
あ
る
。
浜
垣
誠
司
氏
は
こ
こ
に
、｢
こ
の
食
堂
に
会
し
た
他
人
同
士
の
間
に
通
じ
て
い
る
、
何
か
の
｢
仲
間
意
識｣
の
よ
う
な
も
の｣
や
｢
そ
の
都
会
で
懸
命
に
日
々
を
生
き
つ
つ
今
夕
た
ま
た
ま
一
緒
に
飯
を
食
っ
て
い
る
者
同
士
の
、
そ
こ
は
か
と
な
い
｢
連
帯
感｣｣
(
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
｢
宮
沢
賢
治
の
詩
の
世
界｣
、2008
年2
月8
日
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
に
つ
い
て )
を
読
ん
で
い
る
。
私
は
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
人
々
が
｢
警
め
合｣
う
姿
に
、
中
下
層
階
級
の
人
々
の
生
活
倫
理
の
し
っ
か
り
と
し
た
現
れ
を
読
み
取
る
事
も
出
来
る
と
思
う
。
一
〇
〇
そ
の
他
様
々
な
解
釈
の
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
宮
沢
賢
治
は
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
で
自
ら
の
意
味
づ
け
を
語
っ
て
は
い
な
い
、
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
変
貌
の
瞬
間
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
上
京
以
前
の
花
巻
・
盛
岡
で
の
生
活
の
中
で
は
、
体
験
で
き
に
く
か
っ
た
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
初
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
筆
耕
作
業
の
わ
ず
か
な
収
入
の
な
か
で
奉
仕
活
動
を
続
け
る
と
い
っ
た
、
経
済
的
に
は
困
窮
す
る
も
の
の
一
人
と
し
て
中
下
層
階
級
の
人
々
が
利
用
す
る
公
衆
食
堂
に
入
っ
た
際
に
眼
に
し
た
一
つ
の
で
き
ご
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
体
験
の
な
か
に
は
な
か
っ
た
、
人
間
の
姿
を
発
見
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
場
面
と
し
て
語
ら
れ
る
事
で
宮
沢
賢
治
に
と
っ
て
の
ス
ケ
ッ
チ
・
詩
(
文
学)
と
し
て
成
立
し
た
の
だ
。
そ
の
よ
う
に
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。も
う
一
つ
だ
け
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
の
意
義
に
つ
い
て
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
、
重
要
な
の
は
、
書
き
手
(
賢
治)
は
、
貪
り
食
う
｢
わ
れ
ら｣
が
変
貌
す
る
か
の
よ
う
な
一
瞬
を
切
り
取
っ
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
対
象
を
客
観
的
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
書
き
手
(
語
り
手)
自
身
も
登
場
人
物
と
し
て
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
る
、
新
し
い
方
法
へ
と
踏
み
出
し
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
、
全
面
的
に
展
開
さ
れ
る
方
法
の
ひ
と
つ
の
先
駆
け
な
の
で
あ
る
。
注
(
１)
二
〇
一
九
年
一
月
現
在
、｢
緑
い
ろ
の
通
信｣
の2008
年3
月3
日
号
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
て
い
る
為
、
加
倉
井
氏
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
引
用
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
(
２)
加
藤
時
次
郎
は
、
大
正
一
〇
年
前
後
に
、
加
治
時
次
郎
と
改
名
し
て
い
る
。
(
３)
た
と
え
ば
一
九
一
九
(
大
正
８)
年
三
月
二
九
日
付
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
五
面
に
は
、
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
な
お
、
以
下
、
東
京
朝
日
新
聞
の
引
用
は
、
朝
日
新
聞
縮
刷
版
及
び
｢
朝
日
新
聞
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル｣
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
宮
沢
賢
治
の
ス
ケ
ッ
チ
｢
公
衆
食
堂
(
須
田
町)｣
(｢｢
東
京｣
ノ
ー
ト｣
所
収)
に
つ
い
て
一
〇
一
(
４)
当
日
掲
載
の
写
真
は
、
次
の
も
の
。
壁
際
に
並
ん
で
席
の
空
く
の
を
待
つ
人
々
の
姿
が
見
え
る
。
下
段
は
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
五
日
付
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
二
面
掲
載
の
写
真
。
さ
ま
ざ
ま
な
客
層
が
う
か
が
え
る
。
一
〇
二
